英文法１年生　学びの森スペシャル　「基礎」

	1 最初の文字は大文字で！
2 １つの名詞にはa(an)をつけ、２つ以上には最後にs(es)をつける！
3 don'tのnとtの間にある「’」、疑問文の「？」を忘れない！


＜第１章　はじめに＞
①英語の大原則
＊英語は　Ｓ（主語=subject）　＋　Ｖ（動詞=verb）　で始まる！
＊日本語と英語は語順が違う！（下の例を見よう）
   例）　I   　 like   　soccer.       
	


      　  私は 　　     サッカ－が　　   　好きです。
  （「I」は「私は」という意味で１人称といいます）
練習）英語にしよう
１）私は英語が好きです。      (       ) (       ) (       ).
２）私はそば(soba)も好きです。 (       ) (       ) (       ), (       ) .
＜第２章　be動詞＞
①動詞は２つ！
＊英語の動詞はbe動詞・一般動詞の２つです。
      be動詞[beが本物だが、Sによってam, is, areの３つに変化するよ]
    　一般動詞[go（行く）やdo（する）など、とにかくたくさんあるよ]
②be動詞の正体は
　動詞には一般動詞とbe 動詞の２つがある、と習いました。一般動詞にはeat(食べる)・study（勉強する)など、それぞれの動詞にそれぞれの意味がたくさんの意味がありましたが、
　　be動詞の意味はないのです！！！。（「意味のない動詞」＝be動詞）
　どうしてもbe動詞の意味を言え！と言われたら、苦しいですが①「～です・～である」と②「～にいる・います」、③「～になる」という３つの意味でしょうか。
　このbe動詞はam  are  is の３つがあることは知っているでしょうが、その３つは元の姿からが変わったものです。ではその本文の正体は何だと思いますか？「be動詞」という文字をよく見てください。答えが見えてきます。そう、be動詞の正体はbeなのです。
そのbeが、主語によってam  are  is（過去形のwas  wereというのもあります）に変わるのです。このことは意外と知らない先輩も多いので、逆に教えてあげましょう。また、beが正体をあらわす時があります。それは命令文になる時と、助動詞という単語が前に来た時に正体を明かすのですが、それはまたその時に習いましょう。
下がbe動詞と主語の組み合わせです。覚えよう。
	am　→ I（私は）
are → you（あなたは）　we（私たちは）　they（彼らは・彼女は・それらは）
is　 → he（彼は）　    she（彼女は）　 it（それらは）


練）次の名詞の時、be動詞はam are is のどれに変わりますか。
1) I(     )   2) he(      )      3)we (     )            4)they (      )
5)Tom(     ) 6)you and I(     ) 7)Ken and Tom(      )  8) Takako (      ) 　
③be動詞の短縮形
　英語は「合理的」な言語です。「合理的」という意味を知っていますか？できるだけ無駄を省いて、「最小の努力で最大の結果を得る」やり方のことです。そのため、英語は短縮形が非常に発達しています。No, I don't. のdon'tもdo notの短縮形でしたね。be動詞も①で覚えた名詞とのつながりが短縮形であらわせるので、それを覚えていこう。
	  I am =I'm           You are = You're    we are = we're    they are = they're  he is = he's         she is = she's     it is = it's


4 be 動詞の文（ふつうの文）
 英語の文章はＳ（主語）＋Ｖ（動詞）で始まるので、I am~  You are~ という形になり、そのあとには名前や職業などの単語（名詞）がきたり、状態や様子（若い・大きいなど）をあらわす単語（形容詞）がきたりします。
練）英語に直しなさい。
1)私はトムです (     )(     )(     ).   2)あなたは先生です(     )(     )(     )(     ).
3)彼は私の友達です (     )(     )(     )(     ).
4)彼らは元気です。 (     )(     )(     ).
⑤be 動詞の疑問文（その①Yes, No で答えられる疑問文）
  第３章で学ぶ一般動詞に比べれば、be動詞の疑問文はかなり簡単です。実は単語を並びかえるだけで疑問文が作れちゃうのです。
＊be 動詞の疑問文  →Ｓ（主語）とV（動詞）を入れかえて、最後に「？」 をつける！
例）You are a student.  →　Are you a student?
	＊疑問文の答え方
「はい」なら
  Yes, I am. / you・we・they  are. / he・she・it  is.
 「いいえ」なら
  No, I am not. / you・we・they  are not. / he・she・it  is not.
(短縮形としてI'm not / aren't / isn't がある。特にI amn'tはないので注意を！)


練）疑問文にして、それぞれYes  No  で答えなさい。
1)He is Taro.→（　　　　　　　　）  ( Yes ), (       )(       ).
2)They are good friends.→（　　　　　　　　　　）( No ), (       )(       ).
⑥be 動詞の否定文
be動詞の否定文は簡単！１つの単語をbe動詞の後ろに置くだけでいいのです。
	＊be 動詞の否定文  →be動詞 のうしろに not を置くだけ！


例）I am Tom. →I am not Tom.(=I'm not Tom.)  ＊I amn't はない！
練）否定文にしなさい
 1)Taro is fine.      →(                      ) 
2)We are teachers.  →(                      )
 3)They are friends. →(        　　　      　)
 4)You are a nice boy.→(　　　　　　 　　　　　)
＊短縮形としてI'm not / aren't / isn't がある。
⑦be 動詞の命令文
  最後に命令文をマスタ－します。命令文は主語（Ｓ）がなくなります。なぜだか分かりますか？だって、命令するということは相手が目の前に必ずいなければいけませんよね。そうでないと命令できないです。実は、「あなたが」という２人称のyouが命令文にはあったのだけど、命令する相手ではなく、命令の内容である動詞を先に伝えたいから、いきなり動詞で始まるのですね。

　命令文になぜＳがないが、分かったでしょうか？ただ、先頭に来る動詞にはひとつ決まりがあります。それは、「動詞は原形にしなさい」というルールです。ではbe動詞の原形は？「本物のbe動詞」、そうです、Beが登場するのです。
	＊be 動詞の命令文①「～しなさい」
  →Ｓ をとって、am  are  is  などのbe動詞を Be とかえる


例）You are good boys.  →　Be good boys.（いい子になりなさい）
練）He is kind.*kind=親切な　(    　　            )
	＊be 動詞の命令文②「～するな」
 →Ｓをとって、Don'tを文の先頭においてam, are, isなどのbe動詞をbeとかえる


例）You are late. → Don't be late.
例）「～してはいけない」の命令文にしなさい
1) He is a bad boy. →（　　　　　　　　　　　）＊悪い子になるな
⑧be 動詞の疑問文（その①Yes, No で答えられない疑問文）
　疑問文には「～を好きですか？」「はい」「いいえ」と、Yes, Noで答えられる疑問文（⑤でやったよ）と、「何が好きですか？」などのYes, Noで答えられない疑問文があります。
  まずは６W１Hの疑問を覚えよう。
	What（何を？）　When（いつ？）　Who（だれ？）　Where（どこ？）
　　Why(なぜ？）　 Which（どっち？）　How（どうやって？）
（☆これにWhose～「だれのもの」を加えて７Ｗ１Ｈともいいます）


  この６W１Hはたいへん目立ちたがり屋なので、文の先頭にやってきます。
	＊be動詞の疑問文（６W１H）→　Who など ＋ V(am, are, is) ＋ 主語 ？


	例）He is my friend.　が答えとなる疑問文を作りなさい
①He is my friend.  → ②He is who. → ③Is he who ? → →④Who is he?
1 「彼は友だちです」 

2 my friendは「だれ？」なのでwhoにする 

3 疑問文にするため、主語とbe動詞を入れかえて最後に？をつける　
④6W1Hの単語はとにかく目立ちたかりなので、Whoを先頭に。


練）英語にしなさい
1)私のペンはどこですか(   　 )(  　  )(   　 )(　    )?
2)彼らはだれですか　　(    　)(   　 )(    　)?  
3)それは何ですか    (   　 )(　    )(　    )?
＜第３章　一般動詞＞
①一般動詞はそれぞれに意味がある
　動詞には一般動詞とbe 動詞の２つがある、と以前学びました。そして、第２章でbe動詞と、その疑問文・否定文・命令文を勉強しました。この第３章では、もうひとつの動詞である一般動詞を習います。一般動詞にはeat(食べる)・study（勉強する)など、それぞれの単語にそれぞれの意味があるので、とりあえず代表的な動詞の意味を確認してみよう。
練習）次の一般動詞の意味を書こう
  buy(        )  do(        ) eat(         ) enjoy(         ) have(         ) 
  hear(        ) help(         ) know(         ) like(        ) make(         )  
  need(        ) play(         ) read(         ) say(        ) see(          )
  sing(        ) speak(        ) study(        ) want(        ) watch(         )
  write(        ) go to(        ) come to(       ) listen to (        )
  live in (         ) look at(         ) talk with(         ) 
☆②一般動詞の疑問文　その１（Yes, NOで答えられる疑問文）
  第２章で学んだbe動詞と対比しながら説明していきます。be動詞の疑問文は下のようでした。
	＊be 動詞の疑問文  →ＳとVを入れかえて、最後に「？」 をつける！


　並び方を変えるだけでとても簡単だったのですが、一般動詞は少し面倒です。
	＊疑問文の作り方→文の最初に「Do」を、最後に「？」をつける！


　 例）You like baseball.         →　Do you like baseball?
   （あなたは/ 好きだ / 野球を）（「you」は「あなたは」という意味で２人称といいます）
	＊疑問文の答え方→「はい」ならYes, I do. 「いいえ」ならNo, I don't.


  YesとNoのあとには「,」(カンマ)を忘れないようにしよう。don't はdo not の短縮形。
　

実は一般動詞には、その単語の前にdoが目には見えないのですが、幽霊のようにくっついています。　例）I (do) speak English.
そして、疑問文になると、そのdoが姿を現して文の先頭に登場するのです。
練習）次の（　　）に単語を入れよう
１）(       ) you (       ) baseball?（あなたは野球をしますか）
２）(       ) you (       ) my father?（あなたは私の父を知っていますか）
練習）次の英文を質問の文に書きかえ、「いいえ」という答えも書こう
３）You  play soccer.  →（　　　　　　　　　　　　）答え（　　　　　　　　　　）
４）「あなたはあなたのお母さんを助けますか？」「はい、助けます」（英語に）
    （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）（　　　　　　　　　　）

	☆be動詞と一般動詞がごっちゃになる人がいて、ありえない間違いをする人がよくいます。be
動詞と一般動詞が１つの英文に同時に登場することは原則としてまずない！と思っていて
よいです。　

悪い例①）You play tennis.  →×Are you play tennis? （○Do you play tennis?）

悪い例②）You are a student.→×Do you a student?(○Are you a student?)  

×Yes, I do. (○Yes, I am.)


③一般動詞の否定文
　be動詞の否定文では、下のようでした。
	＊be 動詞の否定文  →be動詞 のうしろに not を置くだけ！


　一般動詞の否定文も同じようにnotを使うのですが、be動詞のときほど単純ではありません。②の疑問文で出てきた「かくれdo」をnotの前にくっつける、という決まりがあるのです。 。
	＊否定文の作り方→Sのうしろに「don't」 を置くだけ 
 （don't は「'」(アポストロフィ)を忘れないこと）


　 例）I walk to school.         →I　do not(don't)  walk to school.
    （私は/ 歩く/ 学校へ）
練習）次の文を否定文にしよう
１）I ride buses.　　　　    　　　（　　 　　　　　　　　　　　）
２）You need a new car.            （　 　　　　　　　　　　　　）
３）I go to bed early every night.   （ 　　　　　　　　　　　　　）
４）アメリカでは私は学校へは歩いていきません（英語に）
    （　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　）
④名詞について→単数形と複数形
	＊単数形[１つ(one)のときは、名詞の前にa(またはan）をつける]
  複数形[２つ以上の時は、名詞のあとにs(またはes)をつける　]
   （many(たくさんの)は複数形だよ。例：many books）


練習）次の（　　）に単語を入れよう
１）I have many (        ).  （私はたくさんの本を持っています）
２）(       ) you (       ) a big bag?  （あなたは大きなカバンを使っていますか）
３）(       )(       ) a book band. （あなたはブックバンドを持っています）
４）あなたはスク－ルバックを持っていますか（英語に）
    （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
⑤一般動詞の疑問文　その２  （Yes, NOで答えられない疑問文）
　疑問文には「～を好きですか？」「はい」「いいえ」と、Yes, Noで答えられる疑問文（②でやったよ）と、「何が好きですか？」などのYes, Noで答えられない疑問文があります。
  第２章で学びましたが、６Ｗ１Ｈは、What（何を？）　When（いつ？）　Who（だれ？）　Where（どこ？）　Why(なぜ？）　 Which（どっち？）How（どうやって？）[＋Whose（だれのもの）]でしたね。
  この６W１Hはたいへん目立ちたがり屋なので、文の先頭にやってきます。
	＊What（6W1H)＋ do ＋you ＋動詞(likeなど)＋？


	   例）I like music.　が答えとなる疑問文を作りなさい
①I  like  music.  → ②Do you like music? 
→③Do you like what ? →④What do you like music?
①（私は/ 好きです/音楽を）

②「あなたは音楽を好きですか？」という文にするには、Do で始まり、「あなた」だからIを
　　you に変えて、最後に？をつける。
4 何が好きですか？」という文を作らないといけないので、musicをwhat に変える。　
④6W1Hの単語はどにかく目立ちたがりだからWhatを先頭に。


 練習）次の（　　）に単語を入れよう
１）(       ) do you (        )?  （あなたは何を持っていますか）
２）(       ) (      ) you (        )? （あなたは何を勉強しますか）
３）(       ) do (       )(        )? （あなたはどこで食べますか）
(       ) eat  (        )(        ) lunch room.  （私はランチル－ムで食べます）
４）あなたはどこへ行きますか（英語に）（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
☆⑥一般動詞の疑問文　その３  （Whatの疑問文）
　「あなたは何が好きですか？」は"What do you like ?" と⑤で学びました。今回はWhat を使って、「なんの音楽が好きですか？」「どの本が好きですか」と名詞を入れる疑問文を学びます。
	＊What＋ 名詞　＋　do ＋you ＋動詞(likeなど)＋？
    （名詞は単数で、前にa(またはan)も後ろにs(es)も何もつけません！）


  例）"What fruit do you like?"                    "I like apples."
    （どの/ 果物を/ あなたは/ 好きですか）    （私は/ 好きです/ リンゴを ）
練習）ならべかえよう
１）(book / do / read / what / you / ?) あなたは何の本を読みますか
  （　　　　　　　　　　　　　　　　　）←文の先頭は大文字にしよう！
２）あなたは何の音楽が好きですか（英語に）（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
☆⑦３単現のＳ
  この文法は１年生英語、前半戦の大きなヤマです。ぜひクリアしよう。
単語にs（es）がつく場合は、２つあります。
　　　①名詞の複数形 　　　　 例）car　→　cars 　
  　　②動詞の３単現の場合    例）like  →  likes
　①はもう知っていますよね。２つ以上の名詞を表す時は、最後にs(es)をつけました。では、動詞にs(es)をつける時は？３単現なんです。動詞は、他にもs(es),ing,edなどいろんな単語を着せることのできる「着せ替え人形」なのです。いろんな語がうしろにつくのです。
	＊３単現とは「３人称＋単数＋現在（形）」の略語です。 


  この３つの条件がそろって、初めて動詞につくのです。では３人称とは？
	  人称
	         単数（１人・１つ）
	       複数（２人・２つ以上）

	 １人称
	　　　　  　I （私は）
	　we（私たちは）

	２人称
	you （あなたは）
	 　　　　you（あなたたちは）

	３人称
	he（彼は）she（彼女は）it（それは）
	they（彼らは・彼女らは・それらは）


     上の表を見て下さい。３人称とは具体的に
「he（彼は）・she（彼女は）・it（それは)・they（彼らは・彼女たちは・それらは）」
  の４つですよね。でも３単現の「単」→つまり単数だけなので、複数の they（彼らは・彼女たちは・それらは）は３単現にあてはまらないことになります。
　つまり、具体的な３単現の単語といえば、
	＊he（彼は）・she（彼女は）・it（それは）の３つと覚えればいいのです。


 例）私はテニスをします。　　　　　I play tennis. 　　　←これは１人称
    あなたはテニスをします。   （　　　　　　　　　　 ）  ← これは２人称！
    彼はテニスをします        （　　　　　　　　　　 ）  ← これが３人称！
　しかし、Ｓ（主語）がいつもhe, she, it でくるとは限りません。下の文を見てみよう。
   例）太郎はテニスをします。　　Taro (  play   ) tennis.　
  この時のplayはどんな形になるでしょうか？そうです、「太郎→彼→he」と考えられるから、答えは３単現になってplaysなのです。分かりましたか？具体的な名前が出てきたたら、男ならhe・女ならshe・物ならitと考えて、s(es)をつければいいのです。
練）1) Mr.Jeff ( like ) soccer.    適当な形に（　　　　　　　）
   2) Tom   ( help ) his mother.             （              ）
3) ケンジは彼女を知っています。  　Kenji (          ) her.
   4) 私の友達は英語を話します。　My friend (　　　　　)（　　　　　　）.
⑧一般動詞の疑問文・否定文　３人称編
   ３単現は分かりましたか？それでは、３人称について話を続けていきます。３人称は
「he（彼は）・she（彼女は）・it（それは)・they（彼らは・彼女たちは・それらは）」
  の４つでした。その中でも３単（３人称単数）のhe・she・ itがS（主語）となった文では、違いがあるのです。
　平叙文（ふつうの文）では、⑦のとおり動詞にs(es)をつけます。
では、疑問文・否定文でも違いがあるのです。
	＊３単（he・she・it）の疑問文はDo の代わりにDoes！　
 答え方も Yes, I do.           → Yes, he(she.it) does.
         No, I don't(do not).  →　No, he(she,it) doesn't(does not).


例）「あなたは英語を勉強しますか？」「はい。」　"Do  you  study  English?"  "Yes, I do."
   「彼は英語を勉強しますか？」「はい。」 "Does  he  study  English?"  "Yes, he does."
☆ところで、なぜDo he studies English?ではダメなのか？と思った人はいませんか？これにも英語の合理的な発想が働いています。「英語はとにかく前へ、先へ」というルールがあるのです。だから、３単現のs(es)も、前に行きたいのです。そこで、先頭にあるDoにくっついてDoesとなるのです。

まとめとして、主語がhe・she・itの時は「do→does」 「don't →doesn't」 に代わるのです。 では否定文はどうでしょうか？
例）私は納豆(natto)を食べません。　　I    don't   eat  natto. 
例）彼女は納豆(natto)を食べません。　She  doesn't  eat  natto. 
　☆She don’t eats natto.ではないです。とにかく可能なら前へ！です。
	＊３単（he・she・it）の否定文はdon't の代わりにdoesn't！


疑問文の「いいえ」の答え方と同じですよね。難しいですか？
　そして、問題ではhe・she・itでなく、具体的な人の名前で出てくるので、自分で判断して、DoかDoesか？don't かdoesn'tかを決めます。　
練）（　　　）をうめなさい
1) 「あなたのお母さんは公園に行きますか？」  「はい、（彼女は）行きます。」
 "(       ) your mother (       )(       )the park?" "(      ), (       )(       ).”
2) ジョ－ンズ先生は五ヶ瀬に行きます
　Mr.Jones (          )(          ) Gokae. 
⑨命令文（～しなさい・しろ！）
  最後に命令文をマスタ－します。be動詞では「Ｓをとる」「動詞の原形beを文頭におく」という２つのル－ルでしたが、一般動詞はどうでしょうか。相手が目の前にいるのでyouを言う必要はないので、Ｓをとるのはいっしょです。そのあとはやはり「動詞の原形」がbe動詞のときと同じように続くのです。
	＊一般動詞の命令文の作り方→S（主語）をとって動詞の原形から始める！


例）①You walk to school.（命令文に）→Walk to school.  ×walk to school.
   ②He walks to school.（命令文に）→Walk to school.　×Walks to school.
 繰り返しますが、命令文で間違えるポイントは２つ。１つは、先頭になる動詞の頭文字を大文字に戻すこと。もうひとつは３単現の動詞の場合、主語のHe, She, Itがなくなるので、「s」をとること。気をつけよう。
練）You study English.（命令文に）   →（　　　　　　　　　　　　　　）
   Keiko eats breakfast.（命令文に）→（　　　　　　　　　　　　　　）
⑩３単現のs(es)のつけ方
　s(es)のつく単語は名詞・動詞の２つです。なかにはhisなど、たまたま最後がs(es)の単語もありますが、名詞・動詞の２つしかつかないので、しっかり理解してください。
	①３単現のs(es)は、動詞につく！
②複数形（２つ以上）は名詞につく！


例）He takes pictures.→takes のsは①（３単現の動詞）
　　　　　　　　　　　 pictures のsは（名詞の複数形）
　では、動詞の３単現は、s(es)のつけ方が４つあります。覚えよう。
	１．そのまま動詞にsをつける(like→likes)  
２．動詞の最後がs, o, x, sh, ch の時　→　s ではなくてes  (wash→washes)
               「ソックスシチュ－にはesがつく」と覚えよう！
３．動詞の最後が 子音字＋y の時　→　yをiにかえて es をつける(cry→cries)
                   母音　＋y  の時  → そのままsをつける(play→plays)
　　　　　　　　　　　　☆子音字とは母音字以外の音（母音はア・エ・イ・オ・ウ）

４．動詞のhave   → hasになる


練）それぞれの動詞にs(es)をつけなさい
 1)study(          ) 2)watch(          ) 3)wash(          ) 4)write(            )
 5)enjoy(          ) 6)have (           ) 7)go  (          ) 8)play(            )
⑪３単現のs(es)の読み方
  ３単現のs(es)の読み方は[s]（ス）・[z]（ズ）・[iz]（イズ）の３通りである。動詞の語尾によってきまるが、下のル－ルを覚えるよりも、実際にその単語をたくさん読んで覚えることをすすめます。

	１．[s]（ス）   [fフ][kク][pプ]  (例: speaks  likes  helps  stops  )
２．[z]（ズ）   [sス][zズ][∫シュ][t∫チ][d3ヂ] 
(例: plays  knows  goes)
３．[iz]（イズ） 上記以外の有声音 　(例: uses  pushes  teaches)


練）それぞれのs(es)の発音が[s][z][iz]のどれになるか、書き込みなさい。
1)plays [    ] 2)watches[     ] 3)helps[     ] 4)lives[      ] 5 speaks[      ]
＜第４章　代名詞＞
①代名詞とは
  人やものを表す名詞の代わりに使われる語を代名詞といいます。具体的には、
I, you, we, he, she, it, theyなどです。見たことのある単語たちですよね。  
　以前、英語は「合理的」な単語だと書きましたが覚えていますか？「合理的」と関連して、「英語は変化を好む」という英語という言語の特徴があります。たとえば、Tom と出てきたら、２回目にはTomと繰り返さずに、he と表すわけです。そしてさらにその次はThe man（その男）ともなります。その言いかえのバリエーションのひとつとして代名詞があるのです。
練）次の言葉を言いかえよう
1)Kaoru(    　　 ) 　2)you and I(　 　     )　 3)Ken and Takashi( 　　    ) 
4)this pen(     　　) 5)five pencils(         )
②主格・所有格・目的格・所有代名詞
　Tom→he と言いかえました。これが代名詞なのですが、文章の位置や使い方によって、「彼」は必ずしも全部heとなるわけではないのです。ここが面倒くさいのですが、実際にはひとつの代名詞に４種類あります。だから、
　７つの代名詞×４種類＝２８語　を覚えることになります。
その４種類を先に説明します。
	 １．主格　「～は」 :主語となる語
 　  [I, you, we, he, she, it, they]

例）I am Tom.　（私はトムです）
 ２．所有格「～の」] :直後に名詞を続けてその所有を表す語
 　　[my, your, his, her, its, our, their,]

例）It is my book.　（それは私の本です）
 ３．目的格「～が・を・に」 :動詞のあとに続けて、「～を・に」の意味を表す語
 　　[me, you, him, her, it, us, them]
例）I like him. （私は彼が好きです）
４．所有代名詞「～のもの」 :１語で所有を表す語
 　  [mine, yours, his, hers, ours, theirs]
例）The book is mine.　（その本は私のものです）


練）単語の意味を書こう
1)our(       ) 2)your(       )3)his(       )(        ) 4)her(       )(        )
5)mine(       ) 6)hers(       ) 7)us(        )
そして、下の表を読んで読んで、暗記しましょう。あまりにも有名で、大事な表です。
「アイマイミ－マイン・ユ－ユアユ－ユア－ズ・・・」
	   人称

	         単数（１人・１つ）
	       複数（２人・２つ以上）

	
	 主格
（～は
	 所有格
 （～の）
	 目的格
 ～を・に）
	 所有代名詞
（～のもの）
	 主格
（～は)
	 所有格
 (～の）
	 目的格
（～を・に）
	 所有代名詞
（～のもの）

	  １人称
	  I
	  my
	  me
	  Mine
	 we
	 our
	  us
	 ours

	  ２人称
	 you
	 your
	  you
	 Yours
	 you
	 your
	  you
	 yours

	  ３人称

	 he
 she
  it
	  his
  her
  its
	  him
  her
   it
	  his
  hers

	they

	their

	 them

	 theirs



例）I like ( your ) bag. （あなたのカバンが好きだ）
    Do you know ( him )? （彼を知っていますか）
連）1.Do you know (        ) sister? （彼の妹を知っていますか）
   2.(         ) grandfather lives in a small town.
（彼らのおじいさんは小さな村に住んでいる）
   3.This book is (         ). （この本は私のものだ）
＜第５章　特殊な命令文＞
①「～しましょう」のLet's
  相手にさそいかけたり、提案する時に使う表現です。「～しろ！」といういつもの命令文らしくありませんが、ちゃんとした命令文です。その理由はLet's が何の短縮形かを考えると分かってきます。
＊Let's ＝ Let us の短縮形で「私たちに～させなさい」→「～しよう」  
　letとは「（許可して）～させる」という意味の一般動詞になります。一般動詞の命令文はS（主語）をとればよかっただけでしたよね。やはり、Let'sは命令文のようです。usは「私たちに」という意味で２人称なので、３単現にはなりません。よってLet'sに続く動詞にs(es)がつかないことにも注意しておこう。
例）×Let's plays tennis. →　○ Let's play tennis.（テニスをしましょう）
練）英語にしなさい
1)この部屋を使いましょう(   　 )( 　   )( this )(　    ).
2)英語の歌を歌おう　(    　)(　    )(　    )( songs ).
②「～するな・～してはいけない」のDon't
　命令文でも「～しなさい」ではなく、「～するな」のような禁止の命令文の場合には動詞の前に１語 Don't を置きます。もちろん以前学んだとおり、命令文は伝える相手youは言わなくてもいいので、主語のＳはなくなることも忘れずに。
	＊「～するな」の命令文→Don't ＋動詞の原形（be動詞の時はbe)  


例）①You play tennis. →　Don't play tennis.（テニスをするな）
   ②She is late for school. → Don't be late for the class.（授業に遅れるな）
練）「～するな」の否定文にしなさい
 1)They speak English.→(    )(    )(    ).  
 2)You watch TV after dinner.(    )(    )(    )(     )(     ).
③be動詞の命令文
  一般動詞の時は、動詞の原形から文を始めればよかったです。否定文の時は動詞の原形の前にDon'tを置けばよかったです。では、be動詞の命令文はどうすればいいか？
　
このbe動詞はam  are  is の３つがあることは知っているでしょうが、その３つは本物から姿が変わったものです。ではその本文の正体は何だと思いますか？「be動詞」という文字をよく見てください。答えが見えてきます。そう、be動詞の正体はbeなのです。（山スペ１年より）
ということで、命令文の時は正体であるBeから始めます。
例）You are careful.→Be careful.（気をつけなさい）
   You don’t be late for school.  →Don't be late for school.（学校に遅れてはいけない）
＜第６章 指示語this, that, it＞
①this とthat
	＊This is ＝「これは～です（人のときは「こちらは～です」）」　


　自分の近くにあるものを指す表現です。thisは話し手の手元にあるものを指します。
例）This is a good book.（これはよい本です）
This is Mr.Jeff.  　（こちらがジェフ先生です）
	＊That is ＝「あれは～です（人の場合は「あちらは～です」）」  短縮形はThat's


自分から離れたところにあるものを指す表現。thatは話し手から離れた位置にあるものを指します。
例）That is a new store.（あれが新しい店です）
例）日本語にしなさい。3)は適語をいれなさい。
1)That's Ken.(        　　           )
2)This is a nice bike. (    　               )
3)(    　    )(　        )(          ) old picture.（これはあなたの古い写真です）
②this とthatの疑問文
  さて、このThisとThatを疑問文にする時は、be動詞の疑問文・否定文と同じです。つまり、
S（主語）とV（be動詞）を入れかえれば終わりです。
	＊this, that の疑問文→S（主語）とV（be動詞）を入れかえる！


例）That is a new store.→ Is that a new store? －Yes, it is. / No, it isn't.
   This is Mr.Jeff.   →　Is this Mr.Jeff? 　　 －Yes, he is. / No, he isn't.
練）疑問文にしなさい
1) This is a large school.  (                               )
2) That is your watch.    (                               )
③this とthatの否定文
同じく、否定文もbe動詞と同じです。be動詞（am, are, is）のうしろにnotを置くだけでいいです。
	＊This, That の否定文→V（be動詞）のうしろにnotをおく！


例）That is a new store.→ That is not a new store.
   This is Mr.Jeff.    →　This is not Mr.Jeff.
練）否定文にしなさい
1)This is your sister. (                                   )
2)That's a sad story. (                                   )
④it
  すでに話題になっているものを指して「それは」という時に使う。よく「thisやthatとどう違うのですか？」という質問を受けますが、this, thatが１度出てきたあとに２回目にそれを言うときにitに変わります。

例）Is this your pen? －　No. It is not my pen.（それは私のペンではありません）
＊短縮形を使いこなそう　It is =It's
練）日本語にしなさい
1)It is your book.（　　　　　　　　　　　　　　　）
☆⑤What とWhoの疑問文は少し違うぞ！
  覚えていますか？６W１Hを？
　　what(何を） when（いつ） where（どこで） who（だれ） which（どっち） why（なぜ）
how（どうやって） [＋whose（だれのもの）]
の７つでしたね。実際にこの中で、what とwhoの疑問文を見てみよう。
例）What is this? （これは何？）
Who is he?   （彼はだれ？）
  先ほど習ったthis, that, itやhe, sheなどをつかうわけですね。

練）日本語にしよう
1)What is that?    (                                 )
2)Who is the man? (                                  )
	　ここが大切！この２Ｗは他の５Ｗ１Ｈとは違うことがあるのです。WhatとWhoは主語（Ｓ）になることがあるのです。ということは、一般動詞のときに少し違和感のある英文に出会います。

例１）What do you want?　　　　　　　　　　　　（Whatが目的語「あなたは何がほしいの？」）

 　　 What comes after English class?　　(Whatが主語「英語の授業のあとは何がある？」)

例２）Who do you meet?　　　　　　　　　　　　　（Whoが目的語「あなたはだれに合うの？」）

 　　　Who cooks lunch?　　　　　　　　　　　　　（Whoが主語「だれが昼ごはんを作るの？」）


　かなり分かりづらいかもしれませんが、とにかくWhoとWhatは他の疑問詞とは少し違う、という意識をもっておいてくれればいいです。
＜第７章　形容詞・副詞・冠詞＞
①修飾語（形容詞・副詞）
  英語の世界にはいろんな種類の単語たちがいます。名詞・動詞はＳ，Ｖなので、heやrunなど、みんなも知っている単語が多いと思います。では、その他にはどんな単語がいるのでしょうか。それを今回は見ていきましょう。
　単語には、他の単語を説明する（修飾する）単語がいます。その単語を修飾語というのですが、この修飾語は２つに分けられます。それが形容詞と副詞です。
　では、形容詞と副詞にどのような違いがあるのか？それは、それぞれ説明する単語が違うのです。

	＊形容詞→　名詞（主語だけ）を説明する　☆形容詞と名詞は大の仲良し！
＊副詞  →  名詞（主語）以外の語[動詞・形容詞・他の副詞]を説明する


分かりますか。簡単に言えば
「形容詞と名詞は仲がいい。それ以外は副詞がすべて説明する」
 ということなのです。

例）I have a new carmera.（私は新しいカメラを持っている）　形容詞！
	    　
	


例）I like music very much.（私は音楽がとても好きだ）　副詞！
	


練）下線部が形容詞・副詞のどちらかを答えなさい。
1)I usually go to school.  (      )    2)The book is very nice. (      )
3)This is a big house.    (      )    4)I get up early.       (      )
	　形容詞の例
 　 new（新しい）big（大きい）good（よい）long（長い）white（白い）など

	　副詞の例
 　　程度・状態：very（とても）hard（熱心に）well（上手に）very much（とても）
 　　場所　　　：here（ここに）there（そこに）
　　 時間　　　：now（今）　　every day（毎日）
 　　ひん度　　：always（いつも）usually（たいてい）sometimes（ときどき）など


＊ひん度を表す副詞は、一般動詞の前、be動詞のあとに置く！
例） I always go to school by bys.（一般動詞は前）

　　　I am always late for school.　（be動詞はあと）

☆②冠詞
  冠詞とは言葉のとおり、「冠（かんむり）の詞（ことば）」名詞の頭につける単語です。具体的にはa  an  the の３つです。
  その３つも、a  an  と　the　の２つに分けられます。
	  a  an  →　数えられる名詞を１つ指して初めて話題にする場合
　　　　　 （名詞（形容詞）が母音で始まる場合はan）

	  the　 →　・すでに話題となっている人やものを指す場合

・特定できる名詞につく(go to the library)
・この世に１つしかないもの(the earth地球, the south南)

・onlyやlastの前
・海、川、山脈名など(the Oyodo大淀川, the Alpsアルプス山脈)

　・楽器の前(play the piano)

　　　　　  　 ・決まった言い方(in the morning)


　　 　　
例）I have a little dog.（私は（１匹の）小さな犬を飼っています）
    I have an old cat.（私は年とった（１匹の）ネコを飼っています）
           ↑
         母音なのでaでなくan
    I love the dog and the cat.　（私はその犬とネコが大好きです）
＊冠詞は日本語に訳さないことが多いです。
＊theは①～⑦と多いですが、今はまだすべておぼえる必要ありません。

練）冠詞を入れなさい
１．I have (        ) cat. (        ) cat is small. 
　　[ 私はネコを飼っている。そのネコは小さい。]
２．I play (       ) guitar. [私はギターを弾く]
☆名詞には数えられるものと、そうでないものがあります。ここが大切で、数えられる名詞には、必ず冠詞か代名詞をつけなければなりません。複数形のときはs(es)をつけます。

例）○　a book / the book / books / my book

   × book / a books

　ちなみに数えられない名詞はこのようなものです。

 例）water / snow / money / coffee / freedom（自由）など・・・

　これらの名詞には冠詞はつかないので注意しよう。

＜第８章　名詞の複数形＞
①複数形s(es)のつけ方
　８ページでは、動詞の３単現s(es)の話をしました。このs(es)は名詞・動詞の２つしかつかないので、しっかり理解してください。
	①３単現のs(es)は、動詞につく！
　②複数形（２つ以上）は名詞につく！


例）He takes pictures.  →takes のsは①（３単現の動詞）
　　　　　　　　　　　　 pictures のsは②（名詞の複数形）
　動詞の３単現は、s(es)のつけ方が４つありましたが、名詞の複数形s(es)はそのうち３つは同じで、新しく３つが加わります。結局６通りあるわけですね。
	＊動詞の３単現と同じル－ル
１．そのまま動詞にsをつける(like→likes)  
２．名詞の最後がs, o, x, ch, sh, ch の時　→　s ではなくてes  (tomato→tomatoes)
               「ソックスシチュ－にはesがつく」と覚えよう！
３．名詞の最後が 子音字＋y の時　→　yをiにかえて es をつける(story→stories)


                 　　　　　＋
	＊名詞だけの新しいル－ル
４．f, feで終わる名詞はf, fe を vに代えてesをつける(leaf→leaves)
５．特別な形を使うもの　(child→children, man→men, woman→women)
６．形が変わらないもの　(fish,  sheep(羊), Chinese,  Japanese)


練）それぞれの名詞を複数形にしなさい
 1)watch(         ) 2)knife(          ) 3)woman(         ) 4)glass(           )
 5)box  (         ) 6)city (          ) 7)pencil  (         ) 8)chair(           )
②複数形s(es)の読み方
　複数形のe(es)の読み方は３通りです。下にル－ルを載せますが、これを参考にとにかく単語に出会って、何度も読むのが覚えるコツです。
①単数形の語尾の音が[fフ][kク][pプ][tトゥ]  →[sス] 
 (booksブックス, capsキャップス, mapsマップス, catsキャッス)
②単数形の語尾の音が[sス][zズ][fフ][3シュ][tfチィ][d3ヂィ]→[izイズ]
 (busesブァスイズ, orangesオーレンズィズ, watchesワッチズ)
③単数形の語尾の音が上の①②以外の音  →[zズ] 
 (bagsバッグズ, roomsルームズ, windowsウインドウズ)
練）下線部の発音が[s][z][iz]のどれになるか答えなさい。
1) clocks [    ] 2)cameras[     ] 3)dishes[     ] 4)roses[     ] 5)books[    ]
＜第９章　代名詞の確認＞
①代名詞の復習
  それでは、第４章代名詞で習った代名詞を復習してみよう。まずは下の表の空欄をすべて埋めてみよう。忘れていないかな？
	人称

	         単数（１人・１つ）
	       複数（２人・２つ以上）

	
	 主格
（～は
	 所有格
 （～の）
	 目的格
 ～を・に）
	 所有代名詞
（～のもの）
	 主格
（～は)
	 所有格
 (～の）
	 目的格
（～を・に）
	 所有代名詞
（～のもの）

	  １人称
	  I
	(      ）
	(      )
	 mine
	 We
	(     )
	  us
	 ours

	  ２人称
	 you
	(      )
	(      )
	 yours
	(    )
	 your
	  you
	(      )

	  ３人称

	(   )
 she
  it
	  his
(     )
(      )
	(      )
(      )  it
	(      )
 hers

	they

	(     )

	(      )

	 theirs



②theseとthose
  第６章でthis（これは）とthat(あれは)を習いました。覚えていますか？
This is my book.（これは私の本です）などです。この２つの代名詞の複数形を覚えましょう。
	 this（これは）→these（これらは） 　that（あれは）→those（あれらは）


  この複数形はthis, thatと同じように、
　　these books（これらの本）、　those boys（あれらの少年たち）
などの形にもなることができます。
練）以下の問いに答えなさい
1)She's a teacher.（否定文に）　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
2)He is my father.（疑問文に） （                                        )　
3)(a / good / isn't / mother / my / singer).(                                )
　（並べかえ：私の母はあまり歌が上手くありません）
練）am, are, isのいずれかを答えなさい
1)His house (         ) very large.
2)They (        ) good stories.
3)My father and your father (         ) good friends.
4)Kumi and I (        ) sisters.
5)You and Kenji (         ) in the baseball club. 
練）主語を複数形にして、全文を書きかえなさい
例）I'm a Japanese girl.　 (We are(We're) Japanese girls. )
 1)You're a high school student. (                                   )
 2)That is my notebook.         (                                   )
 3)This bag is very good.        (             　                     )
 4)She's a good tennis player.   (                                    )
 5)It's a new movie.             (                                    )
 6)Are you a new student?      (                                     )
 7)Who is he?                   (                                     )
 8)This is not a good book.      (                                     )
 9)Is that your brother?        (                                     )
10)I'm not a good singer.        (                                     )
③所有代名詞「～のもの」
  さあ、またまた代名詞の表を載せました。それだけ大事な表なのです。みんなも早く覚えてほしいです。さて、今回は所有代名詞の勉強です。下の表を埋めてみよう。
	   人称

	         単数（１人・１つ）
	       複数（２人・２つ以上）

	
	 主格
（～は
	 所有格
 （～の）
	 目的格
 ～を・に）
	 所有代名詞
（～のもの）
	 主格
（～は)
	 所有格
 (～の）
	 目的格
（～を・に）
	 所有代名詞
（～のもの）

	  １人称
	  I
	  my
	  me
	（      ）
	 we
	 our
	  us
	（      ）

	  ２人称
	 you
	 your
	  you
	（      ）
	 you
	 your
	  you
	（      ）

	  ３人称

	 he
 she
  it
	  his
  her
  its
	  him
  her
   it
	（      ）（      ）

	they

	their

	 them

	（      ）



	＊所有代名詞「～のもの」 :１語で所有を表す語で以下の７語
　[mine（私のもの） yours（あなたのもの・あなた達のもの） his（彼のもの）
 　hers（彼女のもの） ours（私たちのもの） theirs（彼ら・彼女ら・それらのもの）]


　「～の」という所有を表す表現は「代名詞の所有格(myなど)＋名詞」で表します。
　[練：彼の本（　　　　）（　　　　）　彼らの車（　　　　）（　　　　）]
それをたった１語で表してしまおうという文法なのです。合理的な英語らしい文法ですよね。だから上の「彼の本」「彼らの車」もhis ・theirs と１語で表せるのです。
例）This is my room.　（これは私の部屋です）
　　This room is mine.（この部屋は私のものです）
    That is her book.  （あれは彼女の本です）
　　That book is hers.  （あの本は彼女のものです）
＊実際の人の名前で「～の」と表したい時には、所有格の時と同じように、最後に「’ｓ」をつけよう。
例）That is Hanako's book. （あれは花子さんの本です）
　 That book is Hanako's. （あの本は花子さんのものです）
練）下の例を参考に、所有代名詞を使った文にしよう
例）This is her house.  →　This house is hers.
1)Is that our cat?       (                                 )
2)Are those his shoes?  (                                 )
3)This is my camera.     (                                 )
4)That isn't my book.    (                                 )
④someとany
  代名詞もたくさんありますね－。次はこの２つを覚えてみよう。
	*複数形の名詞の前につけて　some（何人かの・いくつかの）


例）I have some friends.（私には何人かの友達がいる）
  anyも同じ「何人かの・いくつかの」という意味なのですが、使う時が決まっています。
	 *anyは否定文・疑問文で使う　any（何人かの・いくつかの）


例）Do you have any friends?  （あなたは友達がいますか）
    I don't have any friends.   （私には友達がいません）
練）英語を入れよう
1)I need (          )(          ).  （私はペンが何本か必要です）
2)Do you have (          )(         )?（あなたには兄弟がいますか）
＜第１０章　助動詞can＞
①助動詞とは？
　英語の世界にはいろんな単語がありますが、その単語たちはいくつかの種類にわけることができます。Tomやhe などの名詞（代名詞）、runやeatなどの動詞、easyやstrongなどの形容詞、very muchなどの副詞・・・、いろいろありますね。a, an , theの冠詞もありました。今日は新しい単語の種類「助動詞」を習いましょう。助動詞とは、漢字の通り「動詞を助ける」単語たちです。助けるので、動詞の前に必ずあります。そして助動詞canなら「～できる」という意味を動詞に加えます（助けます）。
例）I eat lunch.（私は昼食を食べる）→I can eat lunch.（私は昼食を食べることができる）
　どうでしょうか？canという単語１語で、ガラリと文章全体の意味を変えてしまいましたね。私はこの助動詞を「英語の調味料」と読んでいます。サッとひとふりで味付けが変わるように、意味が変わってしまいますからね。１年ではcanの１語しか出てきませんが、塩・砂糖・こしょう・・・など、たくさん調味料を持ちたい！という人は、下に載せておくので覚えてみよう。
	
	助動詞の仲間たち（覚えられる人はチャレンジ！）
	

	 ①can（～できる・してもよい・のはずだ）　　　　　　②may（～してもよい・かもしれない）
 ③must（～しなければならない・にちがいない）　④should（～すべきだ）　　　
⑤ought to （～すべきだ）


②助動詞の文の否定文・疑問文
	canの否定文「～することができない」→can't(cannot)＋動詞の原形
 canの疑問文「～できますか」        →Can＋主語＋動詞の原形？


例）He can sleep well.→He can't (cannot) sleep well.（私はよく眠れません）
　　      ↑動詞にsはつかないよ！助動詞の後はハダカの動詞（動詞の原形）！
　　You can go to school →Can you go to school? （あなたは学校に行くことができますか）
練）canを用いて書きかえなさい
1)My father uses some books. (                                )
練）「～できますか」という疑問文にして、Yes, No 両方で答えなさい
1)Some people drink coffee.  (                                 )
                     (Yes,                     )(No,                    )
練）「買うことができなかった」という否定文にしなさい
1)My brother buys a new car. (                                 )
③疑問文canのその他
　助動詞canは、６W１Hの疑問文と一緒になることができます。
例）　Who can play tennis?（だれがテニスをできますか）
　　　He can.（彼ができます）
   　 What can you eat? （何を食べることができますか）
　　　I can eat rice. （ご飯を食べられます）
　　  Where can I meet him? （どこで彼に会えますか）
　　　You can meet him at the station.（駅で会えますよ）
練）英語に直しなさい
1)(       )(       ) go to the park?（だれが公園に行くことができますか）
2)(       )(       ) I do with this machine?（この機械で何ができますか）
3)(       )much (        ) you eat?（どれくらいあなたは食べられますか）
＜第１１章　いろいろな疑問文＞
  疑問文にはDo(does)で始めたり、Are you～?　Is he～？などで始めて、「～ですか？」とYes, Noで答えられる疑問文を勉強しました。それに対して、下の６W１Hを使って、Yes, Noで答えられない疑問文をいくつか見てきました。今回はこの６W１Hをまとめてみたいと思います。
	  What（何を？）　When（いつ？）　Who（だれ？）　Where（どこ？）
　Why(なぜ？）　 Which（どっち？）How（どうやって？）


①What（何を？）　
例１）Do you want a new bag?  ～What do you want?    「何を～しますか？」
                ↓               ＊doがでてくる！
   文頭に！←  What
例２）Do you like English?  ～What subject do you like?  「どの（　）を～しますか？」
               ↓                 ＊doがでてくる！
 文頭に！←  What subject（教科）
例３）This is a new book.    ～What is this?「～は何ですか」
              ↓               ＊SとVがいれかわる！
 文頭に！←  What 
例４）He is a teacher.        ～What is he?「～は何をしている人ですか」
            ↓                ＊SとVがいれかわる！
文頭に！←  What 
  例１・例２は一般動詞、例３はbe動詞の場合です。特に普通の文から疑問文にする時に語順が変わったり、do(does)を持ってきたりするのを忘れるので注意しましょう。また、例４のようにbe動詞のあとに人がくると、職業や身分を聞く疑問文になります。
練）英語を入れよう
1)(        )( color )(        ) you like?  （どんな色が好きですか）
2)(        )(        ) this animal?　（この動物は何ですか）
3)(        )(        )(        ) father?（彼のお父さんは何をしている人ですか）
練）疑問文に書きかえよう
1)I want a new bike.（下線部が答えの中心となる文に）
  (                                            )
2)I like yellow and blue. （下線部が答えの中心となる文に）
  (                                            )
②When（いつ？）　
例１）When is your birthday?－It's March 22.
     （誕生日はいつですか－３月２２日です）
例２）I do my work in the evening.   ～When do you do your work? 「いつ～しますか」
　　　　　　　　　　↓             ＊doがでてくる！
     文頭に！ ←  When
  例１はbe動詞、例２は一般動詞の疑問文です。例２の場合は、do(does)を忘れないように気をつけよう。
練）下線部が答えの中心となるようなWhenで始まる疑問文を作ろう
1)My mother's birthday is April 22.
  ( When                                                  )
2)He washes his face before breakfast.
  ( When                                                  )
③Who（だれ？）　
例１）Who is she?－She is Hanako.（彼女はだれですか－花子さんです）
例２）Who are those boys?－They are students.（彼らはだれですか－生徒たちです）
例３）Who goes to school today?－Taro does(goes to school).
　　（だれが今日学校に行くの？－太郎です）
例１・例２はbe動詞、例３は一般動詞の疑問文です。be動詞の場合はSとVがいれかわってWho＋V＋Sの順になるので注意しよう。例３は以前説明した、Whoが主語の場合です。。
練）英語を入れよう
1)(        )(          )(          )girl?  （あの少女はだれですか）
④Where（どこ？）
例１）Your sister is in the kitchen.    ～Where is your sister? 「～はどこですか」
                  ↓                 ＊SとVがいれかわる！
    文頭に！ ← Where
例２）I play in the park.      ～Where do you play?「あなたはどこで遊びますか」
             ↓             ＊doがでてくる！   
文頭に！ ← Where
例１・例２はbe動詞、例３は一般動詞の疑問文です。
練）下線部が答えの中心となるようなWhereで始まる疑問文を作ろう
1)He is in the bath now.
  ( Where                                                  )
2)My mother watches TV in her rom.
  ( Where                                                  )
⑤Why(なぜ？）　 
　「なぜ～ですか」と理由を聞く疑問文です。答え方としては「Because～（なぜなら～だからです）」と答えます。
例）Why do you study English?－Because I like English.
　　（なぜ英語を勉強するのですか－好きだからです）
練）英語を入れよう
1)(         )(         )he go to America? （なぜ彼はアメリカに行くのだろう）
⑥Which（どっち？）
例１）Which is your book?－This is my book.　（どちらがあなたの本ですか－これです）
例２）Which do you like, soccer or tennis?　（サッカ－とテニスとどちらが好きですか）
例３）Which season do you like ?－I like summer. （どの季節が好きですか－夏です）
  例１はbe動詞なので、SとVの語順が入れ替わるのに注意しよう。例２は「どちら・どれ」という疑問文なので、Yes, Noで答えずに具体的な語で答えよう。orは「もしくは」という接続詞だったね。例３はWhat でもでてきた「どの～が・・・か」と聞く疑問文です。
練）英語を入れよう
1)(      　  )(          )(          )bike?  （あなたの自転車はどれですか）
2)(          )(         )you like better, summer (          ) 
winter?
   （夏と冬、あなたはどちらが好きですか）
3)(          )(         ) is Tom's? （どの机がトムのですか）
⑦How（どうやって？）
例１）How do you go to school?－[I go to school]by bus.
　　  （どうやって学校に行きますか－バスで行きます）
　６W１Hの中でこのHowが一番バリエ－ションがあります。ということは、たくさん覚えないといけないわけです。Howだけなら、例１のように「どうやって？・どのようにして？」と手段や方法を聞く疑問文になりますが、How のうしろに単語１語を付け足すといろんなことを聞けるようになります。
	例２）How old is he?－He is twelve year's old.（彼はいくつですか－１２歳です）年齢！
例３）How many CDs does she have?－She has 20 CDs.    
←必ず名詞は複数形に（彼女はCDを何枚持っていますか－20枚です）     　数！
例４）How tall are you?       （あなたはどれくらいの身長ですか）            身長！
例５）How long is this road?    （この道はどれくらいの長さですか）          長さ！
例６）How long do you study?   （どのくらいの時間勉強しますか）           期間！
例７）How much is this book?   （この本はいくらですか）                   値段！


どうですか？例２～７まで、How の後ろに１語がついただけでまったく意味が変わってくるでしょう？がんばって覚えていこう。
練）英語を入れよう
1)(        )(        )(        ) do you have?（何冊の本を持っていますか）
2)(        )(        ) is your son?（あなたの息子はいくつですか）
3)(        )(        ) is he?      （彼の身長はどのくらいですか）
4)(        )(        )(         ) you sleep?（どのくらいあなたは寝ますか）
5)(        )(        )(         ) these flowers?（これらの花はいくらですか）
6)(        )(        )your brother study English?
　（あなたの兄はどうやって英語を勉強しますか）
⑧Whose（だれのもの？）
　本当ならば６W１Hに入れてもいいのですが、ひとつ仲間はずれになったのがこのWhoseです。意味は「だれの～ですか」とその所有をたずねる疑問文です。mineやyoursなどの所有代名詞と仲がいいので、気をつけよう。
例１）Whose are these books?－These are my father's.
　　　（これら本はだれのものですか－父のものです）
例２）Whose bag is this?－It is my bag.
　　　（このカバンはだれのものですか－私のものです）                            
練）同じ意味になるように(    )に適語を入れよう
1)(        ) book (         )(          )?（これはだれの本ですか）
2)(        ) flowers (        )(          )?（あれらはだれの花ですか）
＜第１２章　「それは」と訳さないit＞
  代名詞のところで、itは「それは」と習いました。
例）It is a big house.（それは大きな家です）
　しかし、今回習うitは「それは」と訳をしたらダメなのです。ではどういう時なのでしょうか？
①時刻をたずねる時
  「何時ですか？」と英語で聞く表現を知っていますか？
　     What time is it (now)?
といいます。このitを「それは」と訳すと、「それは今は何時ですか？」と変な文になってしまいます。だから訳してはいけないのです。
	☆「～時です」と答える時には
　     It's(It is) ＋時刻   
 ①午前・午後・夜の時は in the morning / in the afternoon / in the evening
 ②９時・１０時ちょうどの時は　nine o'clock / ten o'clock 
 ③正午はtwelve noon  深夜１２時は twelve midnight
 ④～分過ぎ・～分前の時は　after / before


例）What time is it now? －It's eight thirty.（何時ですか－８時半です）
練）訳しなさい「何時ですか」「６時です」
   (       )(       )(        )(       )(          )?
   (       )(       )(        ).
②時刻をたずねる表現２
  時刻を聞くのではなく、「～時に学校に行きますか？」などのように、一般動詞と時刻を聞く表現（What time）を一緒に使うことができます。
	  What time＋do(does)＋主語＋動詞の原形？
　　→[答え方]主語＋動詞＋at＋時刻


例）　What time do you usually get up?（ふだん何時に起きますか）
  　  I usually get up at six o'clock.（たいてい６時です）
　　　What time does he go to school?  （何時に彼は学校に行きますか）
      At eight o'clock.（８時です）
練）訳しなさい
1)What time does the concert begin?(                                    )
2)What time do they come home?    (                                    )
③曜日・日付をたずねる文
  今回訳さないitを習っています。①②では時刻に関する文ではitを「それは」と訳さない、と習いました。今回は曜日・日付です。この時もitは訳しません。
	曜日）What day is it today?（今日は何曜日ですか？）
  　 　 It's Friday.  　　　 　 （金曜日です）
日付）What's the date today?　（今日は何日ですか？）
　　　　It's October 10.         （１０月１０日です）


練）英語にしよう
1)「今日は何曜日ですか？」「水曜日です」
　(  　    )(        )(　      )(        )(        )?   (          )(          ).
2)「今日は何日ですか？」「９月１５日です」
　(        )(　      )(        )(        )?   (          )(        )(          ).
  ここでもう一度、曜日と月を復習しておこう。書けない人は何度も書く！
１月（　　　　　　　　）  ２月（　　　　　　　　） ３月（　　　　　　　　　）
４月（　　　　　　　　）  ５月（　　　　　　　　） ６月（　　　　　　　　　）
７月（　　　　　　　　）  ８月（　　　　　　　　） ９月（　　　　　　　　　）
10月（　　　　　　　　）11月（　　　　　　　　）12月（　　　　　　　　　）
月曜（　　　　　　　　）火曜（　　　　　　　　）水曜（　　　　　　　　　）
木曜（　　　　　　　　）金曜（　　　　　　　　）土曜（　　　　　　　　　）
日曜（　　　　　　　　）
④その他のitを訳さない文
１．It's rainy today.（今日は雨です）←天候
２．It's very cold today. （今日はとても寒い）←寒暖
３．It's summer now.　（今は夏です）←季節
４．It's two kilometers from here to school.（ここから駅まで２キロです）  ←距離

	 天候・寒暖・季節・距離もitを訳しません！
  （てんこう・かんだん・きせつ・きょり）と覚えましょう。


 　　　        
練）英語を入れよう
1)(          )(         ) in London today. （ロンドンは今日雨です）
2)(          ) about twenty miles (        ) my house (       ) the sea.
  （私の家から海まで約２０マイルです）          
＜第１３章　前置詞＞
①前置詞とは？
　英語の世界で、単語たちには「身分」の違いのような、「品詞」という違いがあって、それぞれの品詞に分かれて生活しています。その品詞は、名詞（代名詞）・動詞・形容詞・副詞・接続詞・冠詞・前置詞・間投詞など約１０種類あります。今回は前置詞にまずクロ－ズアップします。
  前置詞も言葉の通り「前に置く言葉」です。ではどんな言葉の前に置くのか？それは名詞です。だから、この合い言葉をまず覚えよう。
	　前置詞＋名詞（ぜんちしめいし）


名詞の前には前置詞がくるのです。当たり前のようですが、なかなかおさえていない人もいます。助動詞のように前置詞もたくさん意味があって、後ろの名詞を説明したり、文全体に意味を加えます。これは覚えていくしかない！次のページで具体的に前置詞を紹介していきます。
	前置詞＜場所＞
  ①at（～で）　　　　　   ②in（～で・～に）
　③to（～へ・～の方へ）    ④on（～の上へ）
  ⑤under（～の下に）　  　⑥by（～のそばに）
　⑦near（～の近くに）
  ⑧from A to B （AからBまで）　⑨between A and B（AとBの間に）


	前置詞＜時間＞
1. at（時刻・時など）　　　　　　　　2. on（曜日・月日など）
3. in（午前・午後・月・季節・年など）　4. before（～の前に）
5. after（～のあとに）　　　　　 　 6. for（～の間）
7. from A to B（AからBまで）     8. between A and B（AとBの間）


	前置詞＜その他＞
①about（～について）　　  　 　②with（～といっしょに）
　③for（～のための・ために）　     ④by（交通手段：～によって・使って）


練）選んで○をつけなさい
 1)We live (at / in / on) a large city.
 2)A clock is (at / in / on) the wall (at / in / on) my room.
 3)Your book is ( in / to / under) the chair.
 4)A small park is (at / near / on) my house.
 5)It's about fifty miles (at / from / in) here to that city.
 6)I usually get up (at / in / on) eight o'clock (at / in / on)Sundays.
 7)I go to the park (at / in / on) Saturday morning.
 8)We have a lot of rain (at / in / on) June and July.
 9)They stay here (between / for / from) June to August.
10)We have lunch (between / for / from) twelve thirty and one thirty.
11)My sister plays the piano (at / for / from) an hour every day.
＜第１４章　接続詞＞
  接続詞とは？それは語句と語句、文と文を結びつける言葉たちのことであり、前置詞よりもその役割は大きいです。今は３つ覚えましょう。
　　

	①and （～と・そして）　②but （～だが・しかし）　　③or（～か・それとも）


例）I like soccer and tennis.（私はサッカ－とテニスが好きです）←語句と語句！
  I like soccer and I go to watch the game. （私はサッカ－が好きで、試合を見に行く）
　　　←文と文を結んでいる！
練）訳しなさい I like movies and I often go to the movies.
                  (                                         )
＜第１５章　現在進行形＞
①進行形とは
　さあ、１年生後半のヤマです。今回は現在進行形を習いましょう。
「be動詞＋－ing」という形で、「～しています・しているところです」のような動作の進行を表す、あるいは今、目の前で生き生きと行われていることを表す文法でした。そのほかにも、この文法はbe動詞と一般動詞というまったく違う２つの動詞が、ingをつけることで１つの文に一緒に登場できる（コラボレーションできる）、という珍しい文法でもあります。
　また、動詞にingをつける文法は、のちに学ぶ「動名詞」というものもあるので、しっかり区別するようにしましょう。まずは現在進行形の復習です。
	＊現在進行形の作り方→　be動詞[am, are, is]＋～一般動詞＋ing
例）I watch TV.　→  I am watching TV.  （私はテレビを見ている）


このポイントは、「一般動詞＋ing」の単語は、文法上は動詞ではなくなるのです。たしかにbe動詞と一般動詞がコラボレーションしていますが、やはり「１文１動詞の原則」この法律は絶対なので、どちらかが動詞という身分を捨てなければならなかったのです。そこで一般動詞が身を引いて、「現在分詞」という新しい身分になったのです。分かりますか?進行形の文で、be動詞ただ１つ。一般動詞は現在分詞という、新たな身分になったのです。そして、意味のない動詞、be動詞と意味のある元一般動詞（現在分詞）が合体したのです。動詞は-s(es), -ing, -edなどいろんな単語を着せることのできる「着せ替え人形」でしたね。
練）現在進行形にしなさい
1)Mr. Hill looks at a large tree. →（　　　　　　　　　　　　　　　　）
2)I look at the stars.        　→（　　　　　　　　　　　　　　　　）
②現在進行形の疑問文　その１
 　疑問文はどう作ったらいいでしょうか？そうですね。be動詞が入ってきているので、be動詞の疑問文を作るのと考えは一緒です。つまりＳとbe動詞を入れかえるだけでいいですよね。
	＊現在進行形の疑問文の作り方→　be動詞[am, are, is]＋Ｓ＋～ing？
例）You play tennis  →　You are playing tennis. →　Are you playing tennis?
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（あなたはテニスをしていますか）


練）現在進行形の疑問文にしなさい
1)Mike studies math hard.  →（　　　　　　　　　　　　　　　　）
2)She doesn't enjoy sukiyaki.→（　　　　　　　　　　　　　　　　）
	＊現在進行形の疑問文では、突然Do(Does)を復活させる人がいます。例えば、上の例文で  
例）You play tennis. →× Do you playing tennis?
  と、このようなまちがいをします。現在進行形はbe動詞＋～ingなので、Do(Does) が入ることはできません。注意しておこう。


③現在進行形の疑問文　その２
　「だれが～しているのですか」などの６Ｗ１Ｈを使った疑問文をつくりたい時は、６Ｗ１Ｈを文頭に置きます。[６Ｗ１Ｈ＝when, where, what, who, why, which, how]
	＊過去進行形の疑問文の作り方②→６Ｗ１Ｈ＋be動詞[am, are, is]＋Ｓ＋～ing？


例）Who is standing at the door?（ドアのところに立っているのはだれだ？）
練）次の日本語を英語に変えなさい
1)だれが私の本を使っていますか？－トムです
  (         )(         ) (        ) my book?   － Tom (          ).
2)彼は何をしていますか？
　(         )(         )(   he     )(         )? 
3)彼らはどこに行くところですか？
　(         )(         )(   they    )(         )? 
4)あなたは何を見ているのですか？
　(         )(         )(   you    )(         )? 
④現在進行形の否定文
  否定文もbe動詞の否定文と同じように考えよう。be動詞のうしろにnotをつけるだけでいいですよね。
	＊現在進行形の否定文の作り方→　S＋be動詞[am, are, is]＋not＋～ing.
例）They do their homework.  → 
They are doing their homework.→
                               　　→ They are not doing their homework.
（彼らは宿題をしていない）


練）現在進行形の否定文にしよう                     
1)She studies math hard   .   →（　　　　　　　　　　　　　　　　）
2)I look at the stars.        →（　　　　　　　　　　　　　　　　）
＊短縮形も使いこなそう！[are not ＝aren't　 is not ＝isn't]
⑤－ingの作り方
	１．ふつうの動詞  　　　　　　→ ただingをつける        例）play－playing
２．語尾がe で終わる　　　　 → eをとってing　         例）make－making
３．語尾が＜短母音＋子音字＞→ 子音字を重ねてing      例）run－running
４．語尾がie                → ieをyにかえてing    　例）die－dying


練）進行形にしなさい
1)watch(           ) 2)swim(           ) 3)lie(           ) 4)study(           )
5)take (           ) 6)help(           ) 7)come(           )         
⑥進行形にできない動詞！
	 継続・状態・知覚・感情を表す動詞には～ingはつきません。
例）like,  have,  see,  hear,  be,  love,  know


 たとえば、I like you. とI am liking you.の２文では、訳に違いがありますか？どちらも「私はあなたが好きである」と訳するはずです。このように、訳しても動作の進行が表せない動詞たちは進行形にしないのです。
＜第１６章　There is (are)～＞
①「～がいる・ある」
  特殊な文法ですがあまり難しくないと思います。下の公式をそのまま覚えよう。
	＊There is (are)＋（名詞）　→「（名詞）がいる（ある）」


例１）There is a boy in the room. （部屋に１人の男の子がいる）
例２）Are there a boy in the room?－Yes, there is.  /  No, there isn't.
例３）There is not a boy in the room.
☆例２）が疑問文・例３）が否定文になります。This is～ / That is～ と似ていますよね。
　ひとつ気ををつけてほしいことは、there １語だけなら「そこで（に）」という場所を表す副詞になります。その時は文末にくることが多いです。
例）We had dinner there.（私たちはそこで夕食を食べた）
練）英語を入れなさい
1)(         )(         )three birds in the park.（公園に３羽の鳥がいる）
2)(         )(         )some old people under the tree.（木の下に数人の老人がいる）
3)(         )(         ) many books on the table? 
（テーブルの上に多くの本がありますか））
＜英文法1年生　学びの森スペシャル「基礎」解答＞
P1

1) I like English.  2)I like soba, too.

P2

1)I (am)   2)he (is)     3)we (are)    4)they(are)
5)Tom(is)  6)you and I(are) 7)Ken and Tom (are) 8)Takako( is ) 
1) He is Tom.           2) You are a teacher.
3) He is my friend.      4) They are fine.
P3

1) Is he Taro? / Yes, he is. 

2) Are they good friends? / No, they aren't.
1) Taro is not (isn't) fine.  2) We are not (aren't) teachers.
3) They are not (aren't) friends.  4) You are not (aren't)a nice boy.
P4

(Be kind.)   1)　Don't be a bad boy.
1)私のペンはどこですか Where is my pen?
2)彼らはだれですか     Who are they?  
3)それは何ですか       What is that?
P5

buy(買う) do(する) eat(食べる) enjoy(楽しむ) have(持つ) 
hear(聞く) help(助ける・手伝う) know(知っている) like(好きだ) 
make(作る)need(必要とする) play(する・遊ぶ) read(読む) say(言う)
see(見る)sing(歌う) speak(話す) study(勉強する) want(ほしがる)
watch(見る)write(書く)go to(～へ行く)come to(～に来る)listen to(～を聞く)

live in (～に住む)look at(～を見る) talk with(～と話す) 
P6

1) (Do) you (play) baseball?  2)(Do) you (know) my father? 

3)（Do you play soccer?）（No, I don't.）４（Do you help your mother?）(Yes, I do.）
1)（I don't ride buses.）2)（You don't need a new car.）
3)（I don't go to bed early every night. ）4)（In America I don't walk to school. )
P7

1) (books). 2) (Do) you (use)a big bag? 

3) (You)(have) a book band. 4)（Do you have a school bag?）
1) (What) do you (have)?     2) (What)(do) you (study)?

3) (Where) do (you)(eat)?   (I) eat (in)(a) lunch room. 
4)（Where do you go?）
P8

1) （What book do you read?） 2)（What music do you like?）
P9

２人称（You play tennis.）３人称（He plays tennis. ）
1) likes  2) helps  3) Kenji (takes) pictures.
4) My friend (speaks)（English）.
P10
1) (Does ) your mother ( go )( to )the park?" "(Yes), ( she )( does )." 
2) Mr.Jones (goes )( to ) Gokase. 
（Study English.）（Eat breakfast.）
P11

1)study( studies ) 2)watch( watches ) 3)wash( washes ) 4)write( writes )   5)enjoy( enjoys ) 6)have ( has ) 7)go  ( goes )   8)play( plays )
1)plays [ z ] 2)watches[ iz ] 3)helps[ s ] 4)lives[ z ] 5 speaks[ s ]
P12

1)Kaoru( she ) 2)you and I( we )   3)Ken and Takashi( they ) 
4)this pen( it ) 5)five pencils( they )
1)our(私たちの) 2)your(あなたの)3)his(彼の)(彼のもの) 

4)her(彼女の)(彼女を・に)5)mine(私のもの) 6)hers(彼女のもの)
7)us(わたしたちを・に)
P13

1) (his) 2) (Their)  3) ( mine ) 

1)この部屋を使いましょう(Let's)(use)(this)(room ).
2)英語の歌を歌おう　    (Let's)(sing)(English)(songs ).
P14

1) (Don't)(speak)(English).  2) (Don't)(watch)(TV)(after)(dinner).
1) (あちらはケンです) 2) (これは素敵なバイクです）
3)(This)(is)(your) old picture.

P15

1) (Is this a large school?)      2) (Is that your watch?)
1) (This is not(isn't) your sister.) 2) (That is not(isn't) a sad story.)
1)（それはあなたの本です）
P16

1) (あれは何？)  2) (その男はだれ？)
P17

1) (副詞)  2) (形容詞) 3) (形容詞) 4) (副詞)
P18

1) ( a ) ( The )  2) ( the ) 

P19

 1)(watches) 2(knives) 3)(women) 4)(glasses) 5)(boxes)　6)(cities)  

7)(pencils)  8)(chairs)
P20

1) clocks [ s ] 2)cameras[ z ] 3)dishes[ iz ] 4)roses[ iz ] 5)books[ s ]
	 １人称
	  I
	(my）
	(me)
	 mine
	 we
	(our)
	  Us
	 ours

	 ２人称
	 you
	(your)
	(you)
	 yours
	(you)
	 your
	  you
	(yours)

	 ３人称

	(he)
 she
 it
	 his
(her)
(its)
	(him)
(her)    it
	(his)  hers

	they

	(their)

	(them)

	 theirs



1)（She is not(isn't) a teacher.） 2)（He is not (isn't) my father.)　
3) ( My mother isn't a good singer. )
1) ( is )  2) ( are ) 3) ( are ) 4) ( are ). 5) ( are ) 

P21
1)(They are(They're) hish school students.) 2) (Those are my notebooks.)
3) (These bags are very good.)     4) (They are good tennis players.)
5) (They are(They're) new movies.)  6) (Are you new students?)
7) (Who are they?)              8) (These are not good books.)
9) (Are those your btorhers?)     10) (We aren't(are not) good singers.)
[練：彼の本（　his ）（　book　）　彼らの車（ their  ）（　cars　）]
P22

1) (Is that cat ours?)   2) (Are those shoes his?)
3) (This camera is mine.) 4) (That book isn't mine.)
1)I need ( some )( pens ).  （私はペンが何本か必要です）
2)Do you have ( any )( brothers）?（あなたには兄弟がいますか）
P23

1) (My father can use some books.)
1) (Can any people drink coffee?)
  (Yes, they can.)(No, they can't.(cannot / can not))
1)My brother buys a new car. (My brother can't buy a new car.)
P24

1)( Who )( can )  2)( What )( can )  3)( How )/( can ) 
P25

1)( What )( color )( do )  2)( What )( is )  3)( What )( is )( his )
1) (What do you want?) 2) (What color do you like?)
1)(When is your mother's birthday?) 2)(When does he wash his face?)
1)( Who )( is )( that )girl?  
P26  

1)(Where is he now?)   2)(Where does your mother watch TV?)
1)( Why )( does )
1)( Which )( is )( your )  2)( Which )( do ) ( or )  3)( Which )( desk )

P27

1)(How)(many)(books) 2)(How)(old) 3)( How )( tall )          

4)(How)(long)(do)   5)( How )( much )( are )   6)( How )( does) 

P28
1)( Whose )book ( is )( this ) 2)( Whose ) flowers ( are )( those )?
  ( What )( time )( is )( it )( now )?  ( It's )( six(6))( o'clock ).
P29
1)(コンサートは何時に始まりますか)  2)(彼らは何時に家に来ますか。)
1)( What )( day )( is )( it )( today )?   ( It's )( Wednesday ).
2)(What's)( the )( date )( today )?  ( It's )( September )(15th(fifteenth)).
１月（January）２月（February）３月（March） ４月（April）
５月（May）   ６月（June）    ７月（July）８月（August）
９月（September）10月（October）11月（November）12月（December）
月曜（Monday）火曜（Tuesday）水曜（Wednesday）木曜（Thursday）
金曜（Friday）土曜（Saturday）日曜（Sunday）
P30
1)( It's )( rainy ) 2)( It's ) ( from ) ( to ) 
P31

1)in 2)on 3)under 4)near 5)from 6)at 7)on 8)in 9)from 10)between

11)for

( 私は映画が好きでいつも見に行きます）
P32

1)（Mr.Hill is looking at a large tree.) 2)（I am looking at the stars.）
1) (Is Mike studying math hard?） 2)（Isn't she enjoying sukiyaki?）
P33

1)( Who )( is ) ( using ) my book?   － Tom ( is ).
2)( What )( is )( he )( doing )?  3)( Where )(  are )( they )( going )? 
4)( What )( are )( you )( seeing(watching/looking) )? 
1)（She is not(isn't)studying math hard.)
2)（I am(I'm not)looking at the stars.)
1)watching 2)swimming 3)lying 4)studying 5)taking 6)helping 7)coming          
P34

1)( There )( are )  2)( There )( are )  3)（Are )( there ) 
１年学びの森スペシャル　完
（２年「充実」に続く）
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